
1４ 理数 

学校番号 318 

平成 31 年度 理数科 

 

教科 理数 科目 理数生物 単位数 2 単位 年次 2 年次 

使用教科書 「生物」（数研出版） 

副教材等 「リードα生物」(数研出版)、「フォトサイエンス生物図録」(数研出版) 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

1 年次の「生物基礎」では、地球上で様々な生命現象が起こっている事を知りました。「理数生

物」では、さらに深い内容に掘り下げ、それぞれの生命現象のしくみや意味を理解しましょう。 

物質名や語句の暗記だけでは追いつきません。すぐに忘れて無駄になる他、本質がわかっていな

いために初めて直面する課題には対応できないからです。少しでも興味をもち、しっかり考える

事で自分のモノにしていってください。そうして本質を理解していけば、仕組みや意味を論理的

に説明できるし、未知の現象でも予想を立てて対応する事ができるようになるのではないでしょ

うか。 

生命現象は身近で不思議なものです。興味をもつと意外に面白いです。楽しく勉強しましょう！ 

２ 学習の到達目標 

第一章では、生命の基本単位である細胞がどのような構造をもち、それらの構造体がどのような

機能を果たしているのかを理解し、あわせて、細胞をつくる物質とそれらの役割を理解する。 

第二章では、生物が生きていくために必要な物質やエネルギーの獲得のために代謝を行っている

事を復習し、同化と異化の詳しい仕組みを理解する。 

第三章では、DNA の構造や遺伝子発現のしくみを理解し、遺伝子導入技術の原理とそれらの応用

による社会的貢献と課題を理解する。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会との

関連を図りながら生

物や生物現象の関係

に関心をもち、意欲的

に探究しようとする

とともに、生物現象に

伴う物質の変化や移

動など科学的な見方

や考え方を身に付け

ている。 

生物や生物現象の中に

問題を見いだし、探究

する課程を通して、事

象を科学的に考察し、

導き出した考えを適切

に表現している。 

生物や生物現象に関

する観察、実験など

を行い、基本操作を

習得するとともに、

それらの過程や結果

を的確に記録、整理

し、自然の事物・現

象を科学的に探究す

る技能を身に付けて

いる。 

生物や生物現象に

ついて、基本的な概

念や原理・原則を理

解し、知識を身に付

けている。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートの記述 

実験レポートの記述 

発表 

学習状況の観察 

発表 

小テスト 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

実験レポートの記述 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ﾉｰﾄやﾌﾟﾘﾝﾄの記述 

小テスト 

定期考査の結果 



上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期 

第
一
章 

細
胞
と
分
子 

１．生体を構成する物     

質 

○    a:生体をつくっている物質に関心を持

ち、意欲的に探究しようとする。 

b:タンパク質の多くの機能について考察

し、導き出した考えを表現している。 

c:酵素のはたらきに関する実験を行い、

実験操作を習得するとともに、それら

の過程や結果を的確に記録、整理して

いる。  

d:細胞の構造について、理解し、知識を

身に付けている。 

学習状況 

ノート 

実験ﾚﾎﾟｰﾄ 

観察・実験 

定期考査 

２．タンパク質の構造

と性質 

 ○   

３．酵素のはたらき   ○  

４．細胞の構造    ○ 

５．物質輸送とタンパ

ク質 

 ○   

６．情報伝達・認識とタ

ンパク質 

 ○   

 

第
二
章 

代
謝 

１．代謝とエネルギー ○    a:生体物質が体内で化学反応をしている

ことに関心を持ち、意欲的に探究しよ

うとする。 

b:呼吸と発酵について、生物にとっての

意義を考察し、導き出した考えを表現

している。 

c:「光合成色素」と「アルコール発酵」

に関する実験を行い、実験操作を習得

するとともに、それらの過程や結果を

的確に記録、整理している。  

d:同化と異化のしくみを理解し、知識を

身に付けている。 

学習状況 

ノート 

実験ﾚﾎﾟｰﾄ 

観察・実験 

定期考査 

２．呼吸と発酵  ○   

後
期 

３．光合成   ○  

４．窒素同化    ○ 

 

第
三
章 

遺
伝
情
報
の
発
現 

１．ＤＮＡの構造と複

製 

○    a:ＤＮＡの構造や複製のしくみに関心を

持ち、意欲的に探究しようとする。 

b:遺伝情報の発現について考察し、導き

出した自身の考えを表現している。 

c:バイオテクノロジーに関する探究を行

い、その過程や結果を的確に記録、整

理している。 

d:遺伝子の発現調節がうまく行われてい

ることを理解し、知識を身に付けてい

る。 

学習状況 

ノート 

実験ﾚﾎﾟｰﾄ・ 

定期考査 

２．遺伝情報の発現  ○   

３．遺伝子の発現調節    ○ 

４．バイオテクノロジー   ○  

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 


